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市川市は、昭和９年11月３日に市制施行し、現在では、

人口約47万１千人、面積56.39k㎡、江戸川を隔てて東京

都と相対しており、都心から20㎞圏内の位置にあること

から、東京のベッドタウン、文教、住宅都市として発展

を続け、千葉県の玄関口として、都心部と県内各地域を

結ぶ広域交通網（７路線16駅）が集中しており、流通の

大動脈となってい

ます。

また、特産物で

もあり、商標登録

もされました梨の

栽培が盛んで、県

下でも有数な生産

地です。縄文時代

中期以降の遺跡も多く残されており、ご存知の方も多い、

日蓮宗大本山法華経寺（中山法華経寺）には、国宝を含む

多くの文化財が保存されています。

南部には、宮内庁が管理する皇室の『新浜
しん は ま

鴨
か も

場
ば

』があ

り、皇太子様ご夫妻御成婚前のデートスポットとしても

話題となりました。東京湾に面した海岸部には石油コン

ビナート等特別防災区域に大量石油貯蔵施設等が設置さ

れ、平成20年１月１日現在、特定事業所数は、第１種が

５事業所、第２種が１事業所で石油等の貯蔵取扱量は、

約28万s、高圧ガスの処理量は、630万７千Ｎｍ3で、京葉

工業地帯の一翼を担っています。

平成16年11月に市政施行70

周年記念式典で「健康都市い

ちかわ」を宣言しました。こ

の健康都市とはＷＨＯ（世界

保健機関）が提唱するもので、

本年10月には、本市において

第３回健康都市連合国際大会が開催されます。

世界20カ国、3,000名程の国内外の関係者等が出席す

る予定となっており、大規模な大会が開催されることで、

更なる健康都市を目指します。

本市の消防体制は、職員498名、団員378名（女性消防

団員８名含む）、婦人消防クラブ578名で、近年の複雑多

様化する各種災害に対応するため、平成17年４月に機動

化学隊を新設し、本年３月には大型ブロアー車を配備し

ました。また、救急車は、全隊高規格救急車で運用して

います。これにより、災害対応能力の強化を図ることが

でき、消防広域化体制作りの礎として、広域災害時の初

動体制の強化を図って参ります。

職員の各種災害対応能力向上のため、消防活動研究発

表会と救命技術研修会を毎年開催しています。消防活動

研究発表会では、同

一テーマのもと、各

出張所を含めた４消

防署ごとに各署所保

有の消防機材で災害

対応について実技訓

練を行い、終了後に

は、訓練の検証をし

て、災害現場での職員間の共通認識を深め、各種災害対

応能力の向上を図っております。救命技術研修会では、

近年の高度化する救急医療に対する認識やメディカルコ

ントロール協議会においての統一事項の確認後に実技研

修を行い、救急隊員の処置に対する認識を深めて、救急

技術の向上に努めております。

本市消防局では消防職・団・婦人消防クラブ員を中心

に防火思想の普及、高揚を図り、安全な社会の実現を願

い「安全で快適な魅力あるまちをめざして」をテーマに

職員一同、一丸となって業務に取り組んで参ります。
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